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バ
名
風

ｘ
み
歿
一ら
な
―

は

七
↑
た
″
慕
ム
臥
―

た
締
＝
風
′
雑

毎

猥

群

れ
″

観
鶴

電

絆
Ｉ

与

ヶ

春

色

管

恭

を

つ
１

一・
ヽ
りヽ
，

Ｙ
寧
お
ろ
細
伸
浄
路
′
よ
■ヽ
●
喜
ｔ
ｔ
η

一

・・
一̈
一や
一
一



`0年

1月 28日

民 |

備腱 採 秘 (22)

サ｀

デ

考

“
一年

前

昭
和

“
年
ハ
Ｒ
八
日
・

Ｏ
Ｂ
４

，
３
棒
ぶ
君
山

日
，
安
聯

奮
子
告

す
１

倉

兵

・雄

ｂ
迫

だ

等

で
饉

彙

一す

る

市

民

は
少
な

こ
ヽ

ょ

ぅ
人
の
死
者

ｔ

出

し

た

ｏ

今

年
の
七
月
、
鵜
出
菫
極
卜
ｔ

訊
餅
す
１
「
素

お

〕
〓
警

リ

ユ

鮮

」
ぶ

讐

版

さ

代

た

」

四
十

年

た

一
■
ｔ

・被

業

な

０

れ

魔

片
鉾

哺
で
あ
ヽ
・

■

一
隷

ｔ

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

”∵
・　
　
　
　
　
ヾ
　
』
一

■４
が

つ
ても

な漁
『 :il i

る
・懸

″驚

ド
ｆｌ

「
ぎ

争
‥

澤

く
る

だ

●

ぞ
４

．

作
碁
●
す
一
Ｉ
ｂ
ｉ
ヤ
本
の
奮
古

●

十

:::: 
露:ヨ 1月  間 会 講

時 伽 ど編師

争・ξ〔: l事
会わ 会 当

え言禽

三 若言  °蕃合
(Bり     澤 円 長

ン   山

ま  ゎ     争 J卜 .甲

二 会
'

I・ :覧ギ:`    の
ι  Jい

さ れ
二  史 わ

キ に 
十  踊 谷

人   | ろ
.仁 をヽ

十

日

の

行
事

オ

Ａ

ｏ
第

鋤
口
歴
史

隷
曖

含

　

　

　

・

撻
彎

十
日
貴
日
僣

午
後

二
晴
～
瑠
崎

場
驚

福

山
争

展
公

営

第

一
分

積
賞

テ

‥
マ

、楓

■
干
熊

井
町
一
柔

山
誅
ｉ

一腰
曖
氏

・
　

に

つ
い
■

　

」



だ

和
）を
総

ぶ

掛

定
奉

衛
　

＃
ニ
タ
土
今

ヤ
マ
■
・ヤ
マ
タ
イ
ロ．
、
ち
奪
差
詈

昇

ｔ

仁

ｔ
ｈ
３

ι
Ｒ

い
■
せ

ん

ｐ
．

勇

苗
．

そ
ら
■
■
●
八
辱
、ね
毬
磯
ホ
働
二
以
■
万
ゼ
外́

ハ
象

孫
ヒ
ｔ
六
■
い
う
が
、、
長
″
な
先
け
着

ヒ
し
、ヽ
神
経
―・
電
力
ぬ
ま
れ
て
ぃ
■
，
■
ｈ
ζ
．

各

氏

な

の

臓

「
Ｉ
こ
あ
し

Ｌ
て

、重

ｔ

●

ミ
Ъ

が
二
Ｊ

し
ヽ
■

〓

臨

し
て
い
く
準

導
、禾

言
な

＾
確

貫
し
■
為
ｔ
て
、「
ｔ
ｔ
ら
い
。

鷲
島

ら
霊

り
、
ミ
４
鷲

，
な
＾
漁
静
裁

ｔ
ｎ

彎
怒
謝

あ
っｋ
鷲
島

権
蓋
な

メ
あ
■
．

行

・っ
て

み

■
警

■

■

ｔ
と
、

ミ

，

営

二

み
資

ｔ
止
「
が

，
ハ
あ
た
あ
フト
．
し
か
も
、な
り
。古

ハ
■

へ
行
い
■
ヽヽ
も

＾
智
。
ヌ
虐

が
、▼
大

Ｌ
Ｅ
場
峰足

上
景
さ
れ
■
特

年
り
返
７
で
と

何
象
辱
サ
ち
か
，■

の
一，
３
う
か
。
地
硼
Ｔ

興

３
と
、

■
の
躍
難

―
』
竃

薇
Ｃ
ｔ
患
争
韓
曇

η
せ
■

ち
Ｔ
ａ
瞥
留
鵜
だ
手
・街

碕ヽ
Ｉ
蘇
敦

角

川
４

日

本

資
塚

訪
を
読

ι

τ

ひ
な
ら

り
、
、広

ｔ

増

ｋ

酵

ソ
々

か

ね

ｔ

し
，

っｉ

一ワ
■
・腸
筋
「ン
て
い
３
ｏ
ず
ビ
ッ
ウ
リ
）
嫌
哺
承
豊

ェ解
ル
（
輌
プ
ふ
リ
エ
よ
虚
イ
ヘ
か
け
ふ
０
、有
″
石
か
わ
け
ｔ
為

一波
ｔ
，角
散
ぎ
會
幸
着
≧
毎

叩
じ
為
か
フ十
の
だ
Ｆ
ｉ

父
ｌ■
．
亀
器
を
し
マ
し
ま
う
。
証

夕

渡ヽ
■
■
だ

ま
す
ま
す

た
ｔ．
レ
う
こ
■
３
。
ち
Ｆ
ｆ

ノ‐、
説
手

ち

霧
Ｆり
警
つ
■
■
ね
。

′
爬
プ
は
、

高

松
電

古
噴

官

承
り
に
■
か
い
だ
一

，
ず
〕
、
叫
標
や
綺
、準
島
脅
↑
ワ
脅
孫
卜
ｔ
な
¨

■
■
■
，
～
）
、
な
Ｌ
そ
へ
仏
通
寺
（
構
警
ｙ
Ｉ
″

ｒ臨”ニリ憚崚型静市一くＪ
、、
ρ∵
毬
、．ド・

あ
っ

」ヽ
の
近

無
ｌｔ
ｔ
、

ミ
た

ち
壼

豫
か
３
，
■

ぬ
守

し
、

９
ケ
め

シ
強
不
足
を

，
お
■
３
次
第

す
●
。

今
程

竹
４
崎
辱
、

隷
多

ζ
た
↑
‘〉
、も
ぅ

ヒ
ゆ
ン
↑
ト
ヘ奏
土
虚
ｔ
監
ぅ
弩
僣
ｔ
と
，
■
）
ｔ
飾

じ
マ
ナ
ミ

行
って
針
■
■

ハれ 中ヽL

亀鵠 1



′98∫訪像4

●
先

；

な

発

行

も

て

間

ｔ

な

今

子

の

発

行

こ

滝

ノ

久

夕
・ッ

フ

こ
．公
肇
右
た
し

´
彎

翁

集

議

■

の
夜

ｔ

薇

し
て

祇

に
向

か

つ

て

↓

畿
二
九

今

号

の
内

象

■

一

ぴ

ボ

ソ

ュ
「

へ

は

２７

者

の

会

報

の

中

ず

は

マ

了

マ

子

の

ラ

じ

γ

で

は
海

ι＞
ず

ｔ
う

か
」

れ
と

ご

批
議

鶴

（
ヒ
カ

ニ
メ
〓

●
夫

者

は
な

午
最
後
■

号

と
な

，ザ
ま
す
。

特
集
内
容

は
後

日
む

伸

ｔ
致

し
ま
す
ｏ

泉
塙

は
常

に
鼻
集
十

ず

す
。
会
罠

の
皆
様

か
ら

の
楽

し

り
、
ユ
・Ｔ

７
な
凛
縄

ｔ
左

記

へ
二

，
■
下
■

つ　●
ツ
福
■
争
嗅

口
町
即
‐
颯

一Ｔ

種

本
実

―

Ｉ

Ｉ

二

醇

禁


